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１．会議の開催実績

（１）協議会構成員

表1-1 当別町地域公共交通活性化協議会委員名簿（平成28年3⽉31⽇現在）

選任区分 所属・役職 氏名
当別町⻑が指名する者 当別町 副町⻑ 増輪 肇
北海道運輸局札幌運輸⽀局⻑が指名する者 北海道運輸局札幌運輸⽀局 首席運輸企画専門官 大友 晃司
北海道⽯狩振興局⻑が指名する者 北海道⽯狩振興局地域政策部 地域政策課⻑ 今⽥ 美幸
札幌地区バス協会の代表 札幌地区バス協会 野川 祐次
関係する道路管理者 札幌開発建設部札幌道路事務所 計画課⻑ 松本 一城

空知総合振興局 札幌建設管理部 当別出張所⻑ 野田 昌孝
関係する鉄道事業者 ＪＲ北海道⽯狩当別駅⻑ 横関 章
当別ふれあいバス運⾏事業 北海道医療⼤学 経営企画部総務企画課⻑ 日下 稔規

参加事業者の代表 スウェーデンハウス株式会社
スウェーデンヒルズ管理センター⻑ 今井 淳一

⼀般乗合旅客⾃動⾞運送事業者の代表 有限会社下段モータース 代表取締役 下段 寿之
⼀般乗合旅客⾃動⾞運送事業者の事業⽤運転⼿が所属する団体等の代表 有限会社下段モータース 加藤 啓一
地域住⺠及び団体の代表 当別町⾏政推進員連絡協議会 会⻑ 山下 義則

当別町ＰＴＡ連合会 会⻑ 佐々⽊ 成尉
当別町商⼯会 事務局⻑ ⽵原 陽⼀
当別町社会福祉協議会 事務局⻑ ⾼橋 通
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（２）会議の内容

○平成27年度は、5回の協議会を開催した。協議会では、地域公共交通総合連携計画に基づき策定した

平成27年度計画事業の議論や進捗報告と平成28年度事業計画及び予算の協議を⾏った。

○また、市街地予約型線の本格運⾏について、本協議会で協議を⾏い、平成27年10月1日から市街地循

環線を廃⽌し、市街地予約型線を本格運⾏した。

表1-2 会議開催内容
回 開催日時 主な協議内容

第1回 平成27年4⽉27⽇ ○書面会議
・監査委員の選任について

第2回 平成27年6⽉29⽇

・副会⻑の選任について
・平成26年度当別町地域公共交通活性化協議会事業実績について
・平成26年度協議会予算及び監査報告について
・市街地予約型線の本格運⾏（案）について
・平成27年度運⾏事業計画の変更（案）について
・平成27年度予算の変更（案）について
・平成28年度地域内フィーダー計画（案）について

第3回 平成27年10⽉23⽇

・当別町コミュニティバス平成27年9⽉までの実績について
・市街地予約型線の利⽤状況について
・平成27年12⽉1⽇付けダイヤ改正（案）について
・平成27年度予算の変更（案）について

第4回 平成27年12⽉29⽇ ○書面会議
・平成27年度地域公共交通確保維持改善・事業評価（案）について

第5回 平成28年2⽉16⽇

・会⻑及び副会⻑の指名について
・監査委員の選任について
・当別町コミュニティバス平成27年度1⽉までの実績について
・平成27年度当別町地域公共交通活性化協議会予算の執⾏状況について
・⻘⼭線のデマンド型交通の導⼊（案）について
・当江線廃⽌に係る市街地予約型線の運⾏エリア拡⼤（案）について
・平成28年3⽉26⽇付けダイヤ改正（案）について
・平成28年度当別町地域公共交通活性化協議会事業計画（案）について
・平成28年度当別町地域公共交通活性化協議会予算（案）について
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２．当別ふれあいバス運⾏事業の概要

（１）運⾏の概要

○平成27年4月1日 平成27年9月30日までの期間を平日72便、休日28便で運⾏し、平成27年10

月1日 平成28年3月31日までの期間を平日68便、休⽇28便で運⾏した。平成28年3月26日の

ＪＲ学園都市線のダイヤ改正にあわせ、ふれあいバスのダイヤ改正を⾏った。

表2-1 利⽤料⾦⼀覧

一般 中学生・高校生 小学生･障がい者･介護人
運賃（⼀般路線） 200円 100円
回数券 2,000円（12枚綴り） 2,000円（24枚綴り）
応援券（1か月） 4,000円 2,000円

（3か月） 10,000円 5,000円
（6か月） 16,000円 8,000円

夏休み冬休み子ども定期券 小学生500円、中学生1,000円

表2-2 運⾏路線⼀覧

【平成27年4月1日 平成27年9月30日】

※（ ）は⼟⽇祝⽇の運⾏回数

系 統 名 運 ⾏ 系 統 系統
キロ

運⾏回数 備 考往 復

市街地循環線
（昇順コース）

ＪＲ石狩当別駅南口 栄町
 ＪＲ石狩当別駅南口
 春日町 ＪＲ石狩当別駅南口

11.9㎞ 6便 循環
土日祝 運休

市街地循環線
（降順コース）

ＪＲ石狩当別駅南口 春日町
 ＪＲ石狩当別駅南口
 栄町 ＪＲ石狩当別駅南口

12.0㎞ 6便 循環
土日祝 運休

⻄当別線 ＪＲ⽯狩当別駅南⼝ ロイズふと美⼯場 12.0㎞ 7(8)
回

9(8)
回

⻄当別⾦沢線 北海道医療⼤学 ロイズふと美⼯場 16.0㎞ 4回 2回 土日祝 運休

あいの⾥⾦沢線 北海道医療⼤学
 北海道医療⼤学あいの⾥キャンパス 22.1㎞ 8(3)

回
8(3)
回

ヒルズ線 ＪＲ石狩太美駅 ｽｳｪｰﾃﾞﾝﾋﾙｽﾞW5-3-17 5.6㎞ 1回 1回 土日祝 運休

⾦沢線 ＪＲ⽯狩当別駅南⼝ 北海道医療⼤学 4.0㎞ 2回 2回 土日祝 運休

⻘⼭線 ＪＲ⽯狩当別駅南⼝ ⻘⼭会館 15.5㎞ 8(3)
回

8(3)
回
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表2-3 運⾏路線⼀覧

【平成27年10月1日 平成28年3月31日】

※（ ）は⼟⽇祝⽇の運⾏回数

系 統 名 運 ⾏ 系 統 系統
キロ

運⾏回数 備 考往 復

市街地予約型線
（デマンド）

⻄町・北栄町・六軒町・春⽇町・東町・
緑町・元町・白樺町・園生・錦町・弥
⽣・末広・美⾥・幸町・下川町・栄町・
樺⼾町・若葉の⼀部（パーソナルタウ
ン）の⾏政区内

8便

循環
土日祝 運休

循環
土日祝 運休

⻄当別線 ＪＲ⽯狩当別駅南⼝ ロイズふと美⼯場 12.0㎞ 7(8)
回

9(8)
回

⻄当別⾦沢線 北海道医療⼤学 ロイズふと美⼯場 16.0㎞ 4回 2回 土日祝 運休

あいの⾥⾦沢線 北海道医療⼤学
 北海道医療⼤学あいの⾥キャンパス 22.1㎞ 8(3)

回
8(3)
回

ヒルズ線 ＪＲ石狩太美駅 ｽｳｪｰﾃﾞﾝﾋﾙｽﾞW5-3-17 5.6㎞ 1回 1回 土日祝 運休

⾦沢線 ＪＲ⽯狩当別駅南⼝ 北海道医療⼤学 4.0㎞ 2回 2回 土日祝 運休

⻘⼭線 ＪＲ⽯狩当別駅南⼝ ⻘⼭会館 15.5㎞ 8(3)
回

8(3)
回
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（２）市街地予約型線の概要

○市街地循環線の利⽤者低迷により平成27年9月30日を以って市街地循環線を廃止し、
平成27年10月1⽇から市街地予約型線を本格運⾏した。

表2-3運⾏路線

運⾏⽅法

運⾏は、⾃宅付近から指定の施設(※)間か、指定の施設から指定

の施設間とし、⾃宅付近から個⼈宅への運⾏は、不可とした。

①⾃宅付近⇒指定の施設

②指定の施設⇒⾃宅付近

③指定の施設⇒指定の施設

※指定の施設一覧は、7ページ参照

系統名 運⾏エリア 運⾏回数 備 考

市街地予約型線
（デマンド）

⻄町・北栄町・六軒町・春⽇町・東町・緑
町・元町・白樺町・園生・錦町・弥生・末
広・美⾥・幸町・下川町・栄町・樺⼾町・若
葉の⼀部（パーソナルタウン）の⾏政区内

8便 ⼟⽇祝 運休
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表2-4運⾏時間

運⾏便数 1便 2便 3便 4便

運⾏時間 7:00 8:00 8:30 9:30 10:00 11:00 11:30 12:30

予約〆切時間 前日の18:00まで 前日の18:00まで 当日の9:00まで 当日の10:30まで

利⽤料⾦

●一般・中学生・高校生 1回 200円

●小学生・障がい者・介護人 1回 100円

※当別ふれあいバスの応援券・回数券・1⽇乗⾞券も利⽤可能

運⾏便数 5便 6便 7便 8便

運⾏時間 13:00 14:00 14:30 15:30 16:00 17:00 17:30 18:30

予約〆切時間 当日の12:00まで 当日の13:30まで 当日の15:00まで 当日の16:30まで
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３．運⾏データの分析

（１）全体利⽤者数の推移

○総利⽤者数は141,112⼈となり、過去最⾼の利⽤者数となった。
○増加理由は、北海道医療⼤学へ通学する学⽣数の増加によるものと考えられる。
○北海道医療⼤学が⻑期休暇に⼊る8月及び3⽉は利⽤者数が減少している。

図3-1 月別利用者推移
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○乗降者数 実績

表3-2 月別利用者数一覧
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（２）市街地循環線の推移

○利⽤者低迷により平成27年9月30日を以って市街地循環線を廃止とした。
○6 9⽉の利⽤差数は、昨年同⽉利⽤者数を上回ったが、増加幅は⼩さい。

図3-3 ⽉別利⽤者推移
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図3-4 市街地循環線各便１⽇当たりの平均利⽤者数

昇順

降順
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（３）あいの⾥⾦沢線（旧⾦沢線）の推移

○平成27年度は、平成26年度の利⽤者数を6,769人上回った。
○学⽣の利⽤が多いため、⻑期休暇に⼊る8月、3⽉の利⽤者が顕著に少ない。

図3-5 ⽉別利⽤者推移
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図3-6 各便１⽇当たりの平均利⽤者数

北海道医療⼤学⾏

ＪＲ⽯狩当別駅南⼝⾏

図3-7 各便１⽇当たりの平均利⽤者数（夏季と冬季の⽐較）
北海道医療⼤学⾏

JＲ⽯狩当別駅南⼝⾏
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図3-8 ⾦沢線各便１⽇当たり平均利⽤者数（H27とH26の⽐較）

北海道医療⼤学⾏

ＪＲ⽯狩当別駅南⼝⾏
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（４）あいの⾥⾦沢線（旧⻄当別・あいの⾥線）の推移

○平成27年度は、平成26年度の利⽤者数を下回り、736人の減少となった。
○北海道医療⼤学に通学する学⽣が通学時の混雑を避けて座席に座るため、乗⾞するバ
ス停が⻄当別・あいの⾥線である当別消防署や⽥⻄会館から乗⾞する傾向にある。

図3-9 ⽉別利⽤者推移
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図3-10 平⽇各便１⽇当たりの平均利⽤者数

ＪＲ⽯狩太美駅、ロイズふと美⼯場、あいの⾥キャンパス⾏

ＪＲ⽯狩当別駅南⼝⾏
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図3-11 ⼟⽇祝⽇各便１⽇当たりの平均利⽤者数

ＪＲ⽯狩太美駅、ロイズふと美⼯場⾏

ＪＲ⽯狩当別駅南⼝⾏

図3-12 平⽇各便１⽇当たりの平均利⽤者数（夏季と冬季の⽐較）

ＪＲ⽯狩太美駅、ロイズふと美⼯場、あいの⾥キャンパス⾏

ＪＲ⽯狩当別駅南⼝⾏
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図3-13 ⼟⽇祝⽇各便１⽇当たりの平均利⽤者数（夏季と冬季の⽐較）
ＪＲ⽯狩太美駅、ロイズふと美⼯場⾏

ＪＲ⽯狩当別駅南⼝⾏

図3-14 平⽇各便１⽇当たりの平均利⽤者数（H27とH26の比較）
ＪＲ⽯狩太美駅、ロイズふと美⼯場⾏

ＪＲ⽯狩当別駅南⼝⾏
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図3-15 ⼟⽇祝⽇各便１⽇当たりの平均利⽤者数（H27とH26の⽐較）

ＪＲ⽯狩太美駅、ロイズふと美⼯場⾏

ＪＲ⽯狩当別駅南⼝⾏
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（５）⻘⼭線の推移

○⻘⼭線は、利⽤者が年々減少しており、平成27年度においても平成26年度の利⽤者数
を下回った。
○ＪＲ⽯狩当別駅南⼝⾏は午前中の利⽤が多く、⻘⼭会館⾏きは午後の利⽤が多い。

図3-16 ⽉別利⽤者推移
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図3-17 平⽇各便１⽇当たりの平均利⽤者数

⻘⼭会館⾏

ＪＲ⽯狩当別駅南⼝⾏

図3-18 ⼟⽇祝⽇各便１⽇当たりの平均利⽤者数

⻘⼭会館⾏ ＪＲ⽯狩当別駅南⼝⾏
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図3-19 平⽇各便１⽇当たりの平均利⽤者数（夏季と冬季の⽐較）
⻘⼭会館⾏

ＪＲ⽯狩当別駅南⼝⾏

図3-20 ⼟⽇祝⽇各便１⽇当たりの平均利⽤者数（夏季と冬季の⽐較）

⻘⼭会館⾏ ＪＲ⽯狩当別駅南⼝⾏
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図3-21 平⽇各便１⽇当たりの平均利⽤者数（H27とH26の⽐較）

⻘⼭会館⾏

ＪＲ⽯狩当別駅南⼝⾏

図3-22 ⼟⽇祝⽇各便１⽇当たりの平均利⽤者数（H27とH26の⽐較）

⻘⼭会館⾏ ＪＲ⽯狩当別駅南⼝⾏
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（６）市街地予約型線の推移

○平成27年10⽉1⽇から市街地循環線を廃⽌し、本格運⾏を実施した。

○運⾏便数では、3便と5便の利⽤者が多く、6便と8便の利⽤者が少なかった。

図3-23 ⽉別利⽤数

図3-24 便別利⽤者数

・1便 7：00 8：00

・2便 8：30 9：30

・3便 10：00 11：00

・4便 11：30 12：30

・5便 13：00 14：00

・6便 14：30 15：30

・7便 16：00 17：00

・8便 17：30 18：30
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図3-25 乗⾞場所別利⽤者数
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図3-26 降⾞場所別利⽤者数
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４．運⾏コストと運⾏収⼊

（１）運⾏コスト

平成27年度当別ふれあいバスの運⾏コストは、年間約5,475万円で、その内訳は、次
の表のとおりとなっている。

表4-1 平成27年度 当別ふれあいバス運⾏コスト

項目 ⾦額 備考 構成比
人件費 39,156,000円 運転手・事務員人件費 71.52％
⾞両費 6,168,800円 バス借上料・メンテナンス・保険料 11.27％
燃料費 4,522,233円 軽油・バイオディーゼル燃料 8.26％
バス停費 1,456,350円 停留所借上料・維持管理費等 2.66％
その他諸経費 2,329,476円 運⾏管理費・清掃費等 4.25％
消費税 1,118,148円 ⼈件費・保険料を除く 2.04％
⽀出（運⾏コスト）計 54,751,007円
1kmあたり運⾏コスト※ 194.42円/km 実⾞⾛⾏km 281,609km
1⼈あたり運⾏コスト 387.99円/人 利⽤者数 141,112人

※地域キロ当たり標準経常費⽤ 南北海道 365円22銭

（平成27年度北海道⽣活交通路線維持対策事業費補助⾦交付要綱関係）

（２）運⾏収⼊等

運⾏収⼊は、現⾦による運賃収⼊、全路線乗り放題の応援券（定期券）、回数券、1日
乗⾞券の販売収⼊がある。応援券については、町内に6か所の販売所を設け、販売枚数1
枚につき、100円の⼿数料を販売所に対して⽀払い、その差額が運⾏収⼊となっている。
平成27年度の運⾏収⼊合計は、10,000,000円を超えた。

表4-2 収入一覧

運⾏収⼊
広告収入 収入合計

運賃収入 応援券販売額 回数券販売額
⼀⽇乗⾞券
販売額

運⾏収⼊合計

H27.4月 286,800円 584,600円 250,000円 4,400円 1,125,800円 0円 1,125,800円
5月 252,700円 178,300円 200,000円 5,900円 636,900円 0円 636,900円
6月 312,800円 181,700円 278,000円 4,300円 776,800円 0円 776,800円
7月 321,100円 190,700円 292,000円 3,300円 807,100円 0円 807,100円
8月 321,300円 220,500円 236,000円 2,100円 779,900円 0円 779,900円
9月 289,200円 186,500円 224,000円 3,600円 703,300円 258,000円 961,300円
10月 303,900円 586,000円 248,000円 3,000円 1,140,900円 18,000円 1,158,900円
11月 241,400円 310,500円 238,000円 1,500円 791,400円 0円 791,400円
12月 295,900円 271,300円 326,000円 2,100円 895,300円 0円 895,300円

H28.1月 267,000円 294,800円 262,000円 1,000円 824,800円 0円 824,800円
2月 274,900円 224,100円 260,000円 4,700円 763,700円 0円 763,700円
3月 289,300円 238,500円 278,000円 2,000円 807,800円 2,000円 809,800円

合計 3,456,300円 3,467,500円 3,092,000円 37,900円 10,053,700円 278,000円 10,331,700円
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（３）運⾏収⼊の推移

○平成27年度の運⾏収⼊は、平成26年度と⽐較すると148,200円の増加となった。

図4-3 ⽉別運⾏収⼊推移

※【広告収入を除く】
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図4-4 応援券収入推移

図4-5 運賃収入推移

図4-6 回数券収入推移

図4-7 ⼀⽇乗⾞券収⼊推移
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（４）応援券販売実績

表4-8 応援券販売箇所一覧

販売店名 所在 電話番号 取扱時間

当別町商工会 錦町1248 23-2447 9:00 17:00（平日のみ）

当別赤れんが 6号（ふれあい倉
庫） 錦町294-4 27-6600 9:00 18:00（月曜定休）

当別町社会福祉協議会(高齢者ク
ラブ連合会事務局)

⻄町32-2
総合保健福祉センター内 22-2301 9:00 17:00（平日のみ）

(有)下段モータース 樺⼾町1055番地 23-2630 9:00 18:00

スウェーデンヒルズ管理センター
（スウェーデンハウス(株)） スウェーデンヒルズV2-3-2 26-2348 9:00 18:00

(株)小島商店 太美町1484 26-2410 8:00 21:00

表4-9 応援券販売枚数一覧
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（５）無料利⽤者

当別ふれあいバスは官⺠共同で運⾏しているが、参加事業者が独⾃でバス運⾏を⾏って
いた際のサービスを低下させないよう、⼀定の条件において、無料で利⽤することができ
る。
北海道医療⼤学の病院利⽤者の無料チケット使⽤毎数は、平成26年度よりも69枚増加
し、北海道医療⼤学の学⽣の無料チケット使⽤枚数は、4,867枚の増加となった。

表4-10 従来のサービスによる無料対象者⼀覧

参加事業者 条件 対象路線 対象者 利⽤⽅法（無料）

北海道医療⼤
学

当別町⾦沢及び札幌市あい
の⾥にある当該⼤学キャン
パス

あいの⾥⾦沢
線

当該付属病院の
患者
大学の学生及び
教職員

往路：診察券・学⽣証の提
示
復路：無料チケットの交付

スウェーデン
ハウス

当別町スウェーデンヒルズ
内限定の乗降

あいの⾥⾦沢
線 ⼀般住⺠

スウェーデンヒルズ内限定
の乗降である事を運転⼿に
伝える

表4-11 無料チケット使⽤枚数

参加事業者 平成27年度
使用枚数

平成26年度
使用枚数

対前年度⽐
（H27→
H26）

平成25年度
使用枚数

平成24年度
使用枚数

平成23年度
使用枚数

北海道医療
大学
（患者）

3,220枚 3,151枚 69枚 3,277枚 3,388枚 3,507枚

北海道医療
大学
（学生）

25,627枚 20,760枚 4,867枚 20,114枚 24,040枚 23,065枚

合計 28,847枚 23,911枚 4,936枚 23,391枚 27,428枚 26,572枚
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5．利⽤促進事業の実績

（１）夏休み冬休み子ども定期券の販売及びチラシの配布について

○昨年に引き続き、⼩中学校向けモビリティ・マネジメントの⼀環として、学校の⻑期休
暇にあわせて、格安の応援券の販売を⾏った。

利⽤概要

料⾦ 小学生500円、中学生1,000円
利⽤期間 夏季：平成27年 7月24日(⾦） 平成27年8月19日（水）

冬季：平成27年12月23日(水） 平成28年1月19日（火）
購入場所 ふれあいバス応援券販売所
利⽤⽅法 ふれあいバス応援券と同様

利⽤実績

夏季 小学生 22枚、中学生 4枚、合計 26枚
冬季 小学生 22枚、中学生 9枚、合計 31枚

図5-1 夏休み子ども定期券

図5-2 冬休み子ども定期券
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○子ども定期券の販売に当たっては、周知を図るためチラシを作成し配布した。

概要

夏季 学校を通じて町内全小中学生にチラシを配布（ 7月13日）
冬季 学校を通じて町内全小中学生にチラシを配布（12月 9日）

図5-3 子ども定期券周知用チラシ
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（２）市街地予約型線の啓発事業

○平成27年10月1⽇から本格運⾏した市街地予約型線に係る周知ポスター及びチラシを
作成し、全⼾配布した。また、⾼齢者クラブの定例会等に参加し、市街地予約型線のPR
を実施した。

概要

・周知ポスター A1 40部
・周知チラシ A3 9,000部
・利⽤促進カード 2,000枚

図5-4 周知ポスター
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図5-5 周知チラシ

図5-6 利⽤促進カード

○高齢者クラブへのPR

・団体数 14団体

・参加者 268人

説明会の様子
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（3）モビリティ・マネジメント※の実施

○⼩学⽣に対する将来を⾒越したモビリティ・マネジメントは、今後町内のバス交通を活性化
させるために、極めて重要な施策であり、今後も継続して実施していきたい。

○⼩学⽣を対象とした環境と公共交通に関する授業は、「⾞と地球温暖化問題についての学習」
「⾏動プラン法」による「⾞のかしこい使い⽅」、「ふれあいバス乗⾞体験」等に取り組んだ。

「⾞と地球温暖化問題についての学習」 「ふれあいバス乗⾞体験」

実施結果

○平成27年10月27日 当別小学校5年⽣ 「かしこいクルマの使い方」の実施
「⾏動プラン法」等の実践

○平成27年11月19日 ⻄当別⼩学校5年⽣ 「かしこいクルマの使い方」の実施
「⾏動プラン法」等の実践

※モビリティ・マネジメント
多様な交通施策を活用し、個人や組織・地域の移動状況が社会にも個人にも望ましい方向へ自

発的に変化することを促す取組みのこと。
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